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本日の御議論

⚫ 2023年5月の電気の規制料金の変更認可に係る消費者庁との協議を踏まえ、調達の効率化に

向けて、2023～25年度を「集中改善期間」とし、大手電力7社に対して、調達効率化に向け

たロードマップ（以下、単に「ロードマップ」という。）の策定を求めるとともに、当委員

会においてフォローアップを行うこととした。

⚫ 前回、2025年11月に開催した第71回料金制度専門会合においては、2025年秋のフォロー

アップとして、「ロードマップに織り込まれた効率化施策」の進捗状況を確認するとともに、

2024年度実績コストを査定額や前年度実績と比較した際の増減要因の確認を行った。

⚫ 本日は、2026年春のフォローアップとして、当委員会事務局が消費者庁と共に行った2025

年度の各社の取組状況（個別施策の進捗）についてのフォローアップの実施状況を御報告さ

せていただく。

⚫ また、次回2026年秋のフォローアップの進め方についても御確認いただきたい。
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１．フォローアップの方法

２．事務局によるフォローアップの状況

３．次回フォローアップの進め方
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フォローアップの方法

⚫ 第55回料金制度専門会合での御審議のとおり、ロードマップに織り込まれた各効率化施策の

進捗状況等を確認する。

⚫ 以下のポイントに沿って、各社の取組に遅れが生じていないか等をヒアリングで確認した。

進捗状況の確認

確認のポイント

各社がロードマップに織り込んでいる各効率化施策について、遅れが生じてい
ないか、期待した効果は発現しているかなどを確認した。

遅れが生じている施策や期待した効果が発現していない施策に関しては、その
要因を確認した。
なお、労務費の上昇や物価高の影響が出ているかも併せて確認した。

遅れが生じている施策や期待した効果が発現していない施策に関して、適切に
対応策を講じているかを確認した。

要因の確認

対応策の確認
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（参考）第55回料金制度専門会合資料

第55回料金制度専門会合資料3より抜粋・一部加工
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１．フォローアップの方法

２．事務局によるフォローアップの状況

３．次回フォローアップの進め方
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各社の効率化施策の進捗

⚫ 2025年度に行った効率化施策の取組状況について、当委員会事務局及び消費者庁から各社に
対するヒアリングを実施した。

⚫ その結果、全ての事業者において、自ら作成したロードマップに基づき、効率化施策を概ね
着実に実施している状況であることを確認した。

⚫ なお、昨今の物価上昇や労務費の高騰は、電力業界でも影響を大きく受けているものの、新
規取引先の開拓、仕様や量の工夫等により、効率化施策の取組の遂行自体には影響を与えて
いないことを確認した。

⚫ 一方で、技術的な理由等により、中止・変更を余儀なくした施策も確認している。遅れが生
じている施策や期待した効果が発現していない施策に関しては、要因や対応策の聞き取りも
行った。結果、いずれもやむを得ない要因であることを確認しており、また、引き続き目標
を達成するために、遅れを取り戻すための対応策の実施あるいは検討を進めたことを確認し
ている。
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当委員会事務局による第６回ヒアリングの実施状況
⚫ ヒアリング（消費者庁も参画）の実施状況は以下のとおり。ロードマップに記載した個別施策
の進捗状況や計画変更の有無などを個別に確認した。

対象事業者 実施日 確認結果概要

北海道電力 ４月21日
• 概ね計画通り又は計画以上の進捗を確認した。
• 計画していた既設メーカ以外からの調達が達成されなかった施策があったが、品質保証的な理由によるやむを得ない

ものであり、当該施策については別の観点からの費用低減が検討されたことを確認した。

四国電力 ４月22日
• 概ね計画通りの進捗を確認した。
• 計画から遅延した施策があったが、部品調達の納期遅れなどによるやむを得ないものであり、代わりに他の取組の導入

が検討されたことを確認した。

沖縄電力 ４月22日
• 概ね計画通りの進捗を確認した。また、ロードマップ外の取組についても進捗を確認した。
• 物価高等の影響はあったものの、施策の推進自体に与える影響は軽微であったことを確認した。

北陸電力 ４月23日
• 概ね計画通り又は計画以上の進捗を確認した。
• 計画から遅延した施策があったが、技術的な理由によるやむを得ないものであり、遅延は生じるものの、見込まれる効

果は計画よりも大きくなる予定であることを確認した。

東京電力EP ４月24日
• 概ね計画通り又は計画以上の進捗を確認した。
• 計画から遅延した施策があったが、更なるコスト削減を追求したことにより検討に時間を要したやむを得ないものであり、

遅延は生じるものの、成果は計画通りに出る見込みであることを確認した。

東北電力 ４月24日
• 計画の一部について中止や延期があったが、検討した結果、汎用化が困難であった等の技術的な理由によるやむを

得ないものであることを確認した。また、計画にしたがって取組を進めているものがあることも確認した。
• さらに、ロードマップ外の施策なども含めて、全社的に効率化に取り組んでいることも確認した。

中国電力 ４月27日
• 概ね計画通り又は計画以上の進捗を確認した。
• 物価高等の影響はあったものの、代わりに上流購買の拡大や工法の見直し等も含めて対応したことを確認した。
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第63回料金制度専門会合
資料６を一部加工
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第66回料金制度専門会合
資料３を一部加工
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第71回料金制度専門会合
資料５を一部加工
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（参考①）北海道電力株式会社
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北海道電力
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北海道電力
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（参考②）東北電力株式会社
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東北電力
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東北電力
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東北電力
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東北電力
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（参考③）東京電力EP株式会社
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東京電力EP
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東京電力EP
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東京電力EP
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（参考④）北陸電力株式会社
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北陸電力
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北陸電力
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北陸電力
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（参考⑤）中国電力株式会社
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中国電力
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中国電力
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中国電力
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中国電力
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（参考⑥）四国電力株式会社
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四国電力
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四国電力
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（参考⑦）沖縄電力株式会社
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沖縄電力
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沖縄電力
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沖縄電力
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１．フォローアップの方法

２．事務局によるフォローアップの状況

３．次回フォローアップの進め方
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次回フォローアップの進め方

⚫ 今回行った2026年春のフォローアップにおいては、「ロードマップに織り込まれた効率化施

策」について、2025年度の進捗状況の確認を行った。

⚫ その結果、全ての事業者において効率化施策を概ね着実に実施していることを確認した。

⚫ 次回、2026年秋のフォローアップ（2026年11月頃を予定）では、「ロードマップに織り込

まれた効率化施策」の進捗状況を確認するとともに、2025年度実績コストを査定額や前年

度実績と比較した際の増減要因の確認等を進めることとしたい。
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